
Japan Welding Society

NII-Electronic Library Service

Japan 　Weldlng 　SOOIety

轜 　　鉄筋ガ ス 圧 接部の 破 面 に およぼ す試験温 度 の 影響

新 日 本 製 鐵 （株）製 品 技 術 研 究 所 高 野 重 雄

1。　緒言　鉄 筋 の ガ ス 圧 接 継 手 に お け る接 合 の 良 否 を 判 定 す る 簡 易試 験 法 と し て 破

面 試 験 が 行 わ れ て い る。 こ れ は 接 合 面 に ノ ッ チ を 入 れ ， 曲げ 破 断 さ せ た 破 面 の 状 況

を 見 る も の で ， 所 謂 フ ラ ッ ト破 面 を生 ず れ ば 接 合 不 良， 結 晶破 面 を 生 ずれ ば 接 合 良

好 と 判 定 さ れ る 。従 来 の 研 究 に よ れ ば ， フ ラ ッ ト 破 面 の 成 因 は 圧 接 面 に 残 存 す る Si ，

Mn 等 の 酸化 物 で あ る と さ れ て い る が ， こ の 試 験 法 の 特 性 ， 即 ち 試 験 条 件 の 影響 に つ

い て は 十 分 な 解 明 が な さ れ て い な い 。 本 報 告 は ， こ の 試 験 を 行 う と き の 試 験 片 の 温

度 ， お よ び接 合面 に 近 接 す る 地 質 の 性 質 に よ っ て 試 験 結 果 が 全 く異 る こ と が あ る の

で ， こ れ ら の 条 件 に 留 意 し て 試 験 を 行 い 又 判定 を 下 す 必 要 の あ る こ と を 述 べ る
。

2。　実験 方法 　供 試 材 と し て 主 に 表 1 に 示 す 成 分 の 電 炉 鋼 異 形 鉄 筋 SD30 − D35 を

用 い た 。 こ の 鉄 筋素 材 の 常 温 に お け る 引張性 質 を 表 2 に 示 す 。 尚 こ の 他 に 電 炉 鋼 お

　　 　　 　 　　 　　 　 　　 表 1　 供 試 材 の 化 学 成 分 （％）

C Si　　 MnP s CuNiCrSnSoIAlInsolAISoINIn501
　N

o．27 α21　 　 0．800 ．0270 ．0240 ．390 ．OB80320038 ．＜ 0．002 ＜0．0020 ．0102 ＜ 0．001

表 2　 供 試 材 の 引張 試 験 値

試験 片 平行 部直径 標点距 離 降伏 点 引張強 さ 降伏 比 伸び　　絞 り

JIS3 号 28．1112 （4D ） 38．762 ．162 ．329 ，5　　 56．2

圧 接 は 新 日 鐵 式 自動 ガ ズ 圧 接機 を 用 い て 行 っ た 。

よ び 転 炉 鋼 の

D32 鉄 筋 も
一

部

に 使 用 し た 。

3。 実験 結果

1）写 真 1 は D35 圧 接 継 手 の 破 面試 験 結 果 で あ る 。
50 ℃以 下 で 破 断 し た も の は 何 れ

も良好 な 結 晶 破面 を 示 し て い る が ， 100 ℃ で は 約 50 ％が フ ラ ッ ト 破 面 と な り ， 150

℃ で は 完 全 に フ ラ ッ ト 破 面 と な っ て い る 。
こ れ らは 何 れ も5） に 示 す よ う に 引張 強 度

は 高 い
。 こ の 様 な 現 象 は 他 の 種 類 の 鉄 筋 で も見 ら れ た 。 圧 接 部 を 急冷 す る と試 験 温

度 が 常 温 で も同 様 に フ ラ ッ ト 破 面 を 生 ず る。 更 に 常 温 以 上 で の 試 験 は 継 手 の 高 温 か

ら の 冷 却中 に 行 っ て も ， 又
一

目．常 温 に 冷 却後 ， 再 加 熱 し て 行 っ て も結 果 は 同様 で あ

る 。

　2）破 面試 験 に お い て 破 断 の 径 路 が 圧 接 面 を そ れ る と 結 晶 破 面 と な り， 介 在 物 の 分

布 す る 圧 接 面 を 通 る と フ ラ ッ ト 破 面 と な る 。

　3）良好 な 圧 接面 で も0，1〜1 μm の 微 細 な 介 在 物 又 は void を 含 ん で お り． 高 温 で 破

面 試 験 を 行 う と 破 断 は こ れ を 通 過 し て 生 じ， 破 面 は フ ラ ッ ト に な る 。

　4）圧 接部 の シ ャ ル ピ ー
試 験 に お け る 遷 移 温 度 範 囲 は 0 ° 〜120 ℃で あ っ た 。又 120 ℃

以 上 で ，吸 収 エ ネ ル ギ
ー

の 異 状 に 低 い も の が あ っ た が ， こ れ ら の 破 面 は フ ラ ッ ト破

面 に 似 て お り， 圧接 面 で 分 離破 断 し た も の と 見 ら れ る 。 （図 1 ）

　5）圧 接 部 の 高 温 引張 り試 験 （250 ℃ 以 下 ） を 行 っ た が ， 150 ℃ 以 上 で 青 熱 脆 性 を

示 し ， 引張 強 さ が 上 昇 し， 絞 り値 が 低 下 す る 。 し か し 圧 接 面 の 強 度 は 地 質 部 と 同等
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で あ っ た 。 （図 2 ）

4． 結論　 ガ ス 圧 接 継 手 の 破 面 試 験 は 継 手 を 室 温 ま で 放 冷 し た 後に 行 う べ き で あ る 。

高 い 温 度 で 破 断 さ せ た り， 圧 接 後 急冷 す る と フ ラ ッ ト破 面 を 生 ず る 。 こ の 現 象 は 継

手 の 温 度 や 冷 却 速 度 に よ っ て 圧 接 面 近 傍 の 地 質 の 靱 1生が 変 化 し， そ れ に 伴 っ て 破 断

の 径 路が 変 る こ と に よ る もの と 考 え ら れ る 。
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図 2　 継手部の 高温 引張試 験結果

写 真 1　 D35 圧 接 継 手 の 破 面
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